
令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） １０
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
五
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17318号）東 京 都 公 報令和3年4月16日（金曜日）１１



令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） １２



（第17318号）東 京 都 公 報令和3年4月16日（金曜日）１３
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
六
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
休
止
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
六
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
再
開
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二

（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） １４

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
六
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示

第
八
百
八
十
一
号
、
平
成
二
十
六
年
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
号
、

平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
五
百
十
四
号
及
び
平
成
二
十
九
年
東

京
都
告
示
第
四
百
十
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及

び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定

を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
及
び
八
王
子

市
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17318号）東 京 都 公 報令和3年4月16日（金曜日）１５



令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） １６

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
六
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

三
百
七
十
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す

る
。な

お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
及
び
日
野
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17318号）東 京 都 公 報令和3年4月16日（金曜日）１７

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
六
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及

び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警

戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
及
び
八
王
子

市
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） １８



（第17318号）東 京 都 公 報令和3年4月16日（金曜日）１９

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
六
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
及
び
日
野
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） ２０

告

示
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日

東
京
都
教
育
委
員
会



（第17318号）東 京 都 公 報令和3年4月16日（金曜日）２１

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示
（
監
）

◉
東
京
都
監
査
委
員
告
示
第
２
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２年

法
律
第
６７号

）
第
２５２条

の
３２第

２
項

の
規
定
に
よ
り
、
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
３
年
４
月
１６日

東
京
都
監
査
委
員

山
内

晃

東
京
都
監
査
委
員

早
坂

義
弘

東
京
都
監
査
委
員

茂
垣

之
雄

東
京
都
監
査
委
員

岩
田

喜
美
枝

東
京
都
監
査
委
員

松
本

正
一
郎

１
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び

住
所氏

名
住

所

宮
本

和
之

日
野
市
大
字
上
田
２５５番

地
の
１３

山
口

剛
史

文
京
区
本
郷
五
丁
目
８
番
３
－
６０５号

谷
川

淳
新
宿
区
西
新
宿
七
丁
目
１９番

１４－
１１０６号

清
水

貴
之

世
田
谷
区
北
烏
山
一
丁
目
２
番
５
－
１０４号

豊
島

成
彦

江
東
区
亀
戸
五
丁
目
１７番

４
号

２
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
当
該
事
務

を
補
助
で
き
る
期
間

令
和
３
年
４
月
１６日

か
ら
令
和
４
年
３
月
３１日

ま
で

公

告

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
廃
止
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店
舗
の
廃
止
に
つ
い
て
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス
西
八
王
子
店

二

店
舗
所
在
地

八
王
子
市
散
田
町
三
丁
目
十
七
番
一
号

三

設
置
者
名

美
さ
さ
不
動
産
株
式
会
社

四

店
舗
面
積
の
合
計

が
千
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
と
な
る
日

令
和
元
年
十
一
月
四
日

雑

報

東
京
都
職
員
共
済
組
合
組
合
会
互
選
議
員
選
挙
執
行
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
四
月
十
六
日

東
京
都
職
員
共
済
組
合

理
事
長

多
羅
尾

光

睦

◉
東
京
都
職
員
共
済
組
合
規
程
第
六
号

東
京
都
職
員
共
済
組
合
組
合
会
互
選
議
員
選
挙
執
行

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
職
員
共
済
組
合
組
合
会
互
選
議
員
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和

五
十
一
年
東
京
都
職
員
共
済
組
合
規
程
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
中
「
押
印
」
を
削
る
。

別
紙
様
式
第
一
号
中
「別

紙
様
式
第
１
号

」
を
「別

紙
第
１
号
様

式

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

別
紙
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和3年4月16日（金曜日）東 京 都 公 報（第17318号） ２２

別
紙
第
三
号
様
式
中
「候

補
者

」
を
「候

補
者
氏
名

」
に
改
め
、

「㊞

」
を
削
る
。

別
紙
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
紙
第
七
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
紙
第
八
号
様
式
及
び
別
紙
第
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

職
員
共
済
組
合
組
合
会
互
選
議
員
選
挙
執
行
規
程
の
様
式
（
こ
の

規
程
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現

に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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